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問 /生活環境課 SDGs・カーボンニュートラル推進室

　　（☎ 58‐2217 kankyo）

未来につなぐお人柄

のみＳＤＧｓ
ホームページ

問 /能美ふるさとミュージアム

　　（☎ 58‐5250 museum）

詳しい内容やそのほかの活動写真は　　　　　　　

上記２次元コードからご覧ください。

　11 月 30 日、第６回のみ SDGs パートナーズ勉強会＆交流会（のみ SDGs パートナー

ズミーティング）を開催しました。

　今回は「SDGs の活動を促進する情報提供のあり方とは？」と「のみ SDGs パートナー

ズで見学会などをするなら？」という２つのテーマで付箋を活用しながら意見を出

し合いました。

　情報提供に関しては「SDGs を学べる場所や体験できる場所を知りたい」「SDGs の

進捗を知りたい」といった意見や「日常的に人が集まる場所での発信が大事」とい

う意見など、「何を」発信するか、受け取りたいかだけでなく「どう」発信するかに

ついても話し合いができました。

　また見学会に関しては「企業・工場見学」や「リサイクルの様子の見学」、「異文

化体験」など、地域でやっていることは知っているけど、見たこと・行ったことが

ないことに対して関心が寄せられ、それらの提供についても積極的な意見をいただ

きました。

　のみ SDGs パートナーズは多種多様な業種・職種の人たちが集まっています。普段

見ることがないところを見学したり、それぞれの強みとなる分野での勉強会を行っ

たりと、多様性を生かした交流会を行うことも、地域・SDGs を知る情報発信の一つになるかもしれません。

　市ではこれからも、のみ SDGs パートナーズの皆さんからご意見をいただきながら、SDGs の普及推進を行っていきたい

と考えています。

のみSDGsパートナーズと一緒にSDGs活動を促進させる方法を考える

会期：～３月 30 日（日）　９時～ 17 時

会場：能美ふるさとミュージアム　特別展示室　　　観覧料：無料

　本展では、「守り伝える郷土資料」をテーマに、令和６年能登半島地震などの災害で被災した郷土資料の救出活

動や、旧博物館・歴史民俗資料館時代から今日に至るまでの能美市における資料の収集、保存活動などをご紹介

しています。
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参加者は自分たちの活動を踏まえながら積極

的に意見を出し合いました

会期：３月１日（土）　９時～ 16 時　　　会場：能美ふるさとミュージアム　　　参加料：無料

　ひなまつりに関連したさまざまな企画で、楽しみながら歴史や自然、民俗について学べるイベント「のみふる

ひなまつり」を開催します！

●はいポーズ！お雛様になりきろう！（仮）　　　　　●オリジナル・ペーパーつるし雛を作ろう！

●ひぽ能ん・ゆず美んも遊びにくるよ！

　詳しくはチラシや市ホームページをご確認ください。


